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感謝の人。勝利の人（詩篇100:1-5）
　世の中で成功したと思われる人々の話、人生ストーリーを聞いてみると、そこに共通する特徴があります。それは感謝するということです。負け組の人の特徴は不満、不平です。それから、世にある程度役に立つ、また貢献する人の特徴も結局、感謝です。そして、人生の様々などん底に落とされ、そこから回復している人の特徴を見てもその一番の内容は感謝であったということがよく聞く内容です。しかし、成功している信仰者、クリスチャンの場合は少し違います。感謝だけでなく、その感謝がその人の人生を構成している最高の項目です。それがクリスチャンのあり方であるし、クリスチャンの感謝の形でもあるわけです。つまり、真の感謝、クリスチャンにのみ可能な感謝を回復することさえあれば、皆さんのこれからの人生の勝利と成功は保証済みであるということを覚えていただきたいと思います。今もいろいろなことで悩んでぐじゃぐじゃな思いでいらっしゃる方がもしいれば、真の感謝を回復してください。そこに薬があり、それが鍵となるものです。それらをよく知っているサタンというものは、ひっきりなしにクリスチャンを攻撃し感謝できないようにします。感謝を無くしてしまうようにしているということも忘れてはいけません。しかし、結論から申し上げますと、皆さんは覚えて忘れないでください。何があっても、どういうことがあっても、クリスチャンにとって感謝できないような理由はどんな理由であろうが存在しません。そのような存在です。クリスチャンというものは。クリスチャンの人生はそのように素晴らしい祝福の人生です。このようなことを今日、感謝礼拝を通してもう一度確認し、皆さん、ひとりひとりの答え、ひとりひとりの力となるように願いたいと思います。
　それでは、クリスチャンにのみ可能な真の感謝とは何でしょうか。その感謝をするというのはどのようなクリスチャンでしょうか。それはまず第１にその感謝は他のところには見当たりません。見つけられません。キリストによって救われた、その救いの感謝をベースにする人がこのような真の感謝を持って勝利できる人です。そうでなければ、私たちの根本、基本の方に感謝を持ってくるということは中々、難しいです。いろいろなことによって邪魔され、また何かあるたびにそれが揺さぶられるようになるというものです。そのような感謝ではそれほどの成功の力は持てません。ですから、今日からキリストによる救いの感謝をベースにするクリスチャンであっていただきたいと願います。皆さん、救われたというのはどういうことなのでしょうか。私たちが自分も知らないうちに生まれたときから、神の恵みと神の祝福とは関係ない、正確に申し上げると、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたものです。それを原罪といいます。避けることができません。人がどうのこうのと言う以前のお話です。だから、原罪、根本的な問題と言うのです。その罪を持って神様から離れてしまったということが、どれほど絶望的な状況なのかということは、皆さんの人生をとおして確認していらっしゃると思うし、聖書をとおしてもそれを明確に聖書は私たちに知らせ教えています。まったく希望のない罪人です。そのような私たちが一方的な神様の恵み、愛によって、つまり、ひとり子イエス・キリストが身代わりとなる犠牲のいけにえとなることによってそこから救い出されることになりました。それが救いです。なんと感謝でしょうか。その救いの祝福は事情がどう変わろうが、環境、状況がどう変わろうが関係なく、救われた者は永遠なるものです。神の恵みによって救われた途端に私たちには永遠のいのちの祝福が与えられます。永遠のいのちはすべての不幸と絶望と地獄の理由である神を離れ、神から絶たれてしまった問題を解決したということです。真の神様、創造の神様が私の中に入って来られ、いつまでも離れることなくともにおられる永遠のいのちの祝福に預かるようになりました。これが救いです。だれも奪い取ることができません。先ほど聖餐式を行いました。それはこのように恵まれて救われ、だれもこの救いの祝福は奪い取ることができません。だから、私は幸いな者ですと言う告白です。その救いをいつでも皆さんの考え方、人生のすべてのベースにするということが感謝の勝利の人になる秘密です。ベースが何なのかによってその上に何が立つのかが変わるし、また何を建てたのかによって全く変わってくるようになります。ベースが何かが一番大切です。

皆さんの人生のベースは何でしょうか。救いでしょうか。救いの感謝がベースでないといけません。つまり、何があってもどう変わろうが、そのようなことに全く構わないで感謝すると言う感謝です。ダビデは言いました。「死の影の谷を歩くような状況の中で、しかし、私は感謝します」。理由は「主は私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことがありません。主が私の牧場の羊飼い、つまり、主がインマヌエルの主であり、私のいのちであり、私は救われた者だから、死の影の谷を歩こうが関係なく、私は感謝します」。これが感謝です。この感謝を奪い取ることができる条件などは一切存在しません。これが成功あるクリスチャンの特徴です。皆さんにもこのような特権がとっくにすでに与えられているということを思い出していただきたいと思います。なんのために感謝を無くしているでしょうか。何が皆さんのクリスチャンとしての感謝を奪っているのでしょうか。夫でしょうか。妻でしょうか。子どものことでしょうか。お金のことでしょうか。健康のことでしょうか。そういったことに一切構わないで、私は救われた者です。イエス様が私のために血を流されて滅びるしかない呪いの運命が一切消えて無くなりました。私はこれから地球が半分に割れても滅びることは絶対できません。それだけでなく、創造の神様が私のいのちです。私とひとつになっていらっしゃいます。これから私をとおして神の栄光が暗やみの世の中に現れるしかない者です。私のなにかと一切関係なく、onlyキリストによって感謝します。その感謝を忘れてはいけません。パウロも同じです。刑務所の中に入っていながらも、刑務所が良い悪い、いつ出るかなどは構わないで、刑務所なのか刑務所の外側なのか一切構わないで、根本的にベースが感謝です。キリストの父なる神がほめたたえられますように。この世界の基が置かれる前から私を定めて、私を救い出してくださった神様を心から感謝します。刑務所の中で。それが感謝です。うまくいくと感謝、うまくいかないと感謝じゃない。親が素敵な親なら感謝、ぐじゃぐじゃな親だったらぐれてしまうと言うレベルでは成功できません。もちろん、それはそうせざるを得ないでしょう。十分、理解できます。しかし、それはキリストの愛と救いが何かわかっていないからです。逆にキリストによる、イエスによる真の神の愛と救いの祝福に目覚めて、その祝福に預かるためのきっかけになるものです。そういうこととは関係なく、私は救われたので感謝します。

ペテロも手紙を書き送りました。クリスチャンであるという理由で迫害され、全地域に散らされて大変な思いをし、もうこのままであればつまずくのではないかと思われるような状況に追い込まれていたクリスチャンの信徒の方々に手紙を書き送りました。そのような状況によって感謝を失ってはいけません。つまずいてはいけません。それにもかかわらず、あなたがたはイエス・キリストを信じる信仰によって魂が救われたものではないのか。信仰の結論、魂の救いを得ている者です。そのようなことを書いていました。これが感謝です。つまり、救いの感謝をベースにするということは、もう救われたことによって私は仕方がなく感謝しかできない人生に変えられている者だということです。クリスチャンの人生には本当は感謝と言うことしかない世界に導きいれられている者なのです。私たちのレベルで見ているから、これだ、あれだと思うかもしれませんが、救われたということは感謝しかない人生に変えられているということです。そのことがベースです。

そうすると、これから皆さんは勝利の人生が保証されるようになります。今日の感謝礼拝を通して、毎年、毎回、繰り返す行事としてではなく、本当に皆さんが祝福されて成功しないといけません。その鍵となるのは感謝です。特に感謝がベースにならないといけません。そのベース。その上にすべてが成り立ちます。感謝なくして何かがあると言うのは、結局。崩れて限界にぶつかるようになります。その感謝をベースにして動かないものにするためには、救いの感謝を感謝にしないといけません。

それから、２番目。その救いの感謝をとおして、基本、基礎、ベースそのものが感謝であって、それに留まらず、これからは感謝が途切れないように積極的に感謝を見つけ出すクリスチャンでなければいけません。積極的に見つけ出すことです。それをベースにして、その上に私たちの生活があり人生そのものがあるのではないでしょうか。まず、神様からの答えがある場合があります。神様から目に見える祝福が与えられた場合に、それを感謝に変えないといけません。そこで浮いてそのまま終わってはいけないでしょう。より大きな神の計画をそこで見つけるようにする。これが感謝です。でも、これはだいたいうれしいから皆、感謝できるかもしれません。しかし、クリスチャンの人生の中にある様々な事の中で、積極的に感謝を見つけ出すと言うことは患難と迫害がやってくる場合もあります。そこでも感謝を見つけ出すように。初代教会の信徒の方々はキリスト、イエスのゆえに、福音のために鞭に打たれるところまで私が立たされていることを心から感謝しますと告白していました。それに値する者として、神に認められたということでしょう。だから、感謝していました。すべてに積極的に感謝を見つけ出すようにしないと、その問題や様々なトラブルにそのまま引き込まれて、そして、圧倒され、つぶれるようになります。いろいろなトラブル、問題、特に病などがやってきたことにも感謝をそこから見つけ出すようにしてください。それが積極的な感謝です。感謝は持続して行かないといけません。継続するものです。パウロはものすごい病を患っていたときに、神様に祈りました。神様からの返事がありました。私の恵みがあなたに十分だ、それが恵みです。病の中から問題の中から感謝を見つけ出すようにしましょう。ときには誤解される場合もあります。濡れ衣を着せられる場合もあります。腹が立つでしょう。でも、そこから感謝を見つけ出すようにしないといけません。ヨセフがその主人公でした。人生に成功すると言うことは、このような積極的な感謝を持っているから、つまり、どんな状況でも誰も勝つことはできません。感謝のクリスチャンと言うのは。
ある牧師夫人は年を取って癌に罹かかりました。そこでどうしようか、どの病院に行こうかとは悩みませんでした。別に病院へ行くことは悪いわけではありません。そう思わないで、「もう年もだいぶ取っているし、この癌を与えられて感謝します。神様にもっと近づくことになって感謝します。そして、これをもって生と死のことを今までももちろん告白してきましたが、より鮮明に告白する材料を与えられて感謝します」と告白しました。感謝できないことは何ひとつありません。この間、地域礼拝のときも言いました。家庭内に普通に考えると嫌な何かがあるかもしれません。しかし、嫌なものではありません。皆さんは救われた者なので、一切関係ありません。逆にそういう嫌な人、嫌な何かをとおしてキリストを改めて確認する材料であるし、自分がキリストによって豊かになり、キリストの中にある祝福の中にのめり込むための材料ではないでしょうか。それがなくてもそうしないといけないのに、あるからこそより具体的に、実際的にキリストの祝福の中に入り込むことができるのではないでしょうか。感謝できないことは一つもありません。だから、姿勢そのものが積極的に感謝を見つけ出そうとしないといけません。そのためにはまず救いの感謝をベースに敷いてからやらないと、それが中々うまくいかないでしょう。ときには私たちの弱さのゆえに過ちを犯したり、あるいは失敗だと思われるようなことをやる場合もあります。それでも感謝しないといけません。ペテロがイエス様を３度も否定するような弱さを抱えて失敗していなかったら、どれほど高慢な人間になったでしょうか。より自分自身は低くなり、キリストより強く握るしかないというような信仰として整えられるでしょう。そのあとが神様の大きな祝福です。だから、失敗したこと、過ちを犯したことの中からも感謝を見つけないといけません。積極的に感謝を見つけようとしている人が成功ある人生を送るようになります。つまり、皆さんが救われたクリスチャンであれば、すべてのことを働かせて益となる。その世界に今もう入っているということを忘れないでいただきたいと思います。それで十分に味わってエンジョイしていただきたいと願います。

そして、このような積極的な感謝のための一番の鍵はなにかと言うと、今の時代、私たちが生きる時代の、歴史の軸になる内容をしっかり握ることです。それを契約と言います。イエス様がよみがえられたあとの時代は、イエス様が再臨なさるまでひとつの理由によって歴史、また人生が動かされています。それが使徒の働き1:8の世界福音化の契約、現場での福音宣教の契約、暗やみの力が砕かれて、神の国が臨まれ聖霊のわざが現れる、イエス・キリストが宣べ伝えられて魂が救われる、この福音宣教の契約が唯一の理由です。これを契約と言います。皆さんがこの契約の民であり、契約のために召されている者だということを忘れないで、それを本当に契約としてしっかり握っているとその契約は絶対的なものになります。その契約だけが絶対的なものなので、つまり、他のすべてのことはその契約のために動くものです。だから、感謝を見つけることができるのです。患難がありました。契約を進めるために許されているものです。失敗と過ちがありました。それをよかった、よくやったと言うつもりはありませんが、それもこの契約には邪魔にならないし、契約を進める神様の導きの一つです。だから、この契約に命を懸けて、この契約に自分の人生を縛り付けることによって、積極的な感謝をすべてから見つけるような人間になれます。今現在、皆さんが置かれている現場。また現実から感謝を見つけないといけません。そのすべても契約のために許されているものですから。私たちが考えるときに平凡な日常の生活と思われるようなところから、感謝を見つけるということが積極的な感謝です。平凡な日常と言うのはありません。私たちには契約のために許されている一日です。だから、感謝でしょう。今日一日を生きる前に、朝目覚めたときに、一日が許されていること自体が契約が進むための一日なので、そのためのスケジュールが許されているからそのすべてが感謝であり、具体的によく考えてみると感謝を見つけることができるのです。積極的な感謝。もしここまでたどり着くことができれば、本当は牧師の立場として何も気にせずほったらかしにしてもよい人です。でも、クリスチャンの方々に、消極的な意味で牧会をしないといけない理由は、この積極的な感謝をほとんど味わうことがないので、その尻をぬぐうための牧会です。感謝がありません。ちょっとしたことがあればつまずいて、ちょっとした何かがあれば心配して不平不満に走る。感謝を見つける習慣、DNAがありません。皆さん、イエス・キリストの血によって清められた瞬間、皆さんには感謝のDNAしか入っていません。DNAが感謝です。よく覚えていてください。感謝できない理由がどこにあるのでしょうか。「先生。今私の会社が…。今私の家庭で親が…。私の体の中に…」よくよく考えてみてください。皆さん、神の絶対的契約が生きる理由として、皆さんの人生をその契約に縛り付けられていないからです。これは負担でも難しいことでもありません。ものすごく自由であり、ものすごくシンプルになるし、何も怖いものがなくなる素晴らしい祝福なのです。パウロは言いました。みことばに私が縛られて、今引っぱられているのだと。そうすると、何が問題でしょうか。神の契約を邪魔するようなことがあるのでしょうか。ないから皆さんが心配している病気も、家族のことも、誤解されていることも、患難や迫害も契約を邪魔することはできません。だから、私も心配しなくて結構なのです。なんと素晴らしい祝福でしょうか。積極的な感謝。救いの感謝を第１感謝にすることによって、皆さんの人生のベースが感謝になります。

感謝の上に立って、日々の様々なことに対して、積極的な感謝を見つけ出すクリスチャンであれば、その人は真の幸福感を持つようになるでしょう。そのようなクリスチャンであっていただきたいと思います。真の幸福感、何が幸せでしょうか。幸福の科学でしょうか。どこに幸せがあるのでしょうか。皆さんは何が幸せでしょうか。この感謝さえあれば、幸せに対する見方、考え方が変わります。幸せはそれではありません。この真っ暗になって何が本物なのかも知ることができないように、ぐじゃぐじゃにこんがらがっている世の中、この世界において唯一の希望、キリストがわかった。しかも、そのキリストの他にはすべてがちりあくたで、キリストしか希望がないと言うことに気づき、それを告白することができたということが幸せの中の幸せになるのです。真の感謝を持っている人は。
それから、そこだけでも一生、感謝しても足りないくらいですが、そのキリストが私の内側にいらっしゃって、そのキリストの助けとキリストの導きによって、そのキリストを暗い世の中に、死んでいく、滅びて行く魂に伝えることができる宇宙最高の価値ある人生に召されているということが幸せなのです。これが私たちの幸福感です。物があるとかないとかによって左右されるような幸せ、愛情があるない、人が優しくしてくれる、くれないによって左右される幸せではなく、神様、ミミズのようなちっぽけな人間が、本当は滅びるしかない獣のよりだめな人間が、博士も知らない、キリストしか希望がないと言うことがわかるようになったのでしょうか。不思議で不思議でしょうがありません。感謝します。幸せです。今日死んでも大丈夫です。すべてを奪われても構いません。救いのいのち、福音はこの宇宙のすべてより大切なものです。神様はこの宇宙をすべて代価として払ってでもいのちの祝福を与えようとしていらっしゃるのですが、でも宇宙を全部代価として払ってもいのちの救い、救いの祝福は得られません。だから、宇宙より尊い、宇宙を作られたキリスト・イエスが十字架で身代わりとして死ななければいけないものです。特に今の混乱している世界において、キリストしか希望がないと言う告白ができたということは幸せです。本当に。
それから、このキリストを他の人に伝えることができる、これこそが幸せではないでしょうか。幸福感が変わらない限りは、残念ながら成功が保証されているのに、クリスチャンなのに実際に成功の実は結ばれません。幸福感が変わりません。そうすると仕方がなく、自分なりには熱心かもしれませんが余計なものを求めていくしかありません。何があっても譲らないで、私はこの理由で幸せです。そして、ただ告白するだけではありません。それに酔いしれて浸っていくようにしてください。それから、他のことは待っていてください。これが信仰による待つということです。待つというのは消極的な行動ではありません。この本物の幸せに酔いしれ溺れ、そこに浸っていて神様のわざを待つということです。幸せの者が待つことができます。本物の幸せをわかっている者だけが、待つことができます。
結論を申し上げましょう。今日の感謝礼拝を通して、皆さんが本当の感謝を回復して、本当の幸福感を取り戻したクリスチャンの場合には、このような結論を出します。人生において、この宇宙の中で最高に価値あることは神の国です。それに全力を注ぎ、それにすべてを絞るようになります。神の国です。政治がどう変わろうが、それではありません。宇宙において自分の人生の中で一番価値あるものは神の国です。そのような結論をしっかり持って、神様が常に備えていらっしゃる成功と勝利の祝福の主人公になっていただきたいと願います。
（祈り）

愛する天の父なる神様。今日、初穂の感謝礼拝を兄弟姉妹とともにささげ、神様のメッセージをいただきありがとうございます。どうかひとりひとりがクリスチャンとしてのだれにもどういうことにも奪われない感謝を回復して、真の幸せを取り戻して、それを心からありがたく酔いしれることができるようにしてください。神の国の結論を持って残りの生涯、祈ることができるようにひとりひとりを祝福してください。特に今日、幼児洗礼を受けました赤ちゃん、またその家庭に特別な恵みと祝福を豊かに与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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